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　土の力學ないしは土の工學はこの20年ほどの間にめ

ざましい獲達を見せた薪しい研究の分野であつて，：ヒの

試験方法についても今陵の研究に待つ職が少なくないの

で，標準方法として廣く採用されているものは極く僅か．

である。およそ土ほど種類が多く又壁化に富む材料はな

いと思われる。あるものは乾いた砂のようにさらさらし

た粒状を呈し，あるものは水分を十分吸つた粘上のよう

に粘hのちる液伏に近く，叉あるものは堅い岩のように

固まつて弾性を示すばかりか，時に1ま同一種類の土がそ

のふくむ水分の多少，締り方の如何によつてその外額性

猷を著しく異にすることがあり，又自然のまSの土とこ

煮を二ねまぜ仁ものでは全く性質が異なつてしまうこと

が多い。從つて土の種類により又試瞼の目的によつて試

瞼の方法は全く異なつたものとなる。例えば道路材料と

して砂や時には大位の砂利をふくむものを試瞼しよう’と

する場合と沖積地帯の粘りあ張い軟かな粒子の細かい粘

土を試瞼しようとする場合では同L日的の試瞼で容將の

寸注を至く別なものとする必要の起ることがある。

　しかしながら試瞼の結果を互いに比較し，それを貰く

利用しようとするには，できるかぎり試験の方法を続一

しておくことも叉必要であるので，標隼方法の制定に努

力が梯｝「れている。土を鑑別し分類するt二y／，　a）　－R本的な

試験方法ば米國のAS：rM＊の決めた方法が一般に廣く

．用いられていて，わが國でもそれに準L．て咋年JIS＊＊を

作つた。すでに制定ずみのものは次の10種てある。

　　1）Aユ201土の粒度試強および物理試鰍のfこめの

　　　　　　　　．試料調製方法

2）A1202

3）A1203

4〕A1204

5）Al205

6｝Al206

7〕Al207

8）A1203

9）A1209

10）A121Q

土粒子の比重試験方法

土の含水量試瞼方法

土の粒度試験方法

土の液性眼界試験方法

土の塑性限界試勲方法

土の遠心含水當量試齢方法

土の現場含水當量試臓方法

土の牧縮常籔試塗方法

土の裟固メ試駆方法

土の試瞼をする前にまず問題となるのは土の見本ない

し試料の探り方であるΩ自然の土は多く層状を時に塊状

をなし．ていて，均質であることは少ない。代表となるよ

うな土をどの部分からどの位，又試瞼の目的にかなつた

歌態をくずさないで採り出すかを決めるのは纏瞼がない

となかなか決めにくいことがある。又採取しt圭の見本

を試駿室まで運ぶ時に彊く打撃を加えたり振動を興えセ

りすると性質が全く攣つてしまうものもあるし，又保存

の際密封して水分の蒸獲を完桑に防がないと乾いて全く

別種の土のように性質が攣るものもある。

　土粒予のいろいろな大きさのものがふくまれる割合を

決める粒度試瞼と土が水分によつて液性から塑性，粉状

と攣化する限界をきめる醐度や比重などの物理試験に用

いる土の試料は過大な粒子や有機物を除き調製されtcも

のを用いる。

　土粒子の比重はビクノメPタで測る。試料は櫨乾燥し

たものを用いるが，粘りの張い粘土で乾かすと固ま．つて

溶けにくsなるSのは自然の含水分のまLで測り・別に

含水量を測つて補正する。試料をピクノメP・タに入れだ

時ふくまれる氣泡をのぞくためには減璽するか輕く煮

るo

　土の含水量は恒温櫨で；110℃に

乾かして測る。

　土の粒度の測定はIOO分の5

mm以上の粗い粒子は簾で置分す

るが，それ以下の微細な粒子いわ　　　　　　　　、

ゆるシルト分と粘土分の分析は粒

子，Li　：7“〈中を沈降する速度がその懲

によつて異なること（ストークス

の法則）を利用して行う。標準の

方法はメスシリソPt’　・一中によく分

散させた土の試料を入れかきまぜ

て沈降させ，一定の時聞間隔をお

いて浮き秤で液の比重を測り粒度

分布を決定するが，土粒子の比重

や水温の補正を要する・この識第珊汚蜥に
で問題となるのは土の粒子を分散　　よる：L粒子の粒

　させる方法で，アムモ昌ア，過酸　　度測定
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化水素，珪酸ナトリウムなどの添惣力試みられている。．

　土の液性限界，塑性限界，逡心含水當量，および現場

含水當量は土が水分の攣化に顧じてその性状を鍵化す6’

度合を示す霊要な指激として廣く用いられており，とく

に米図の道路方面でそれにもとつく詳しい分類が重用さ

れている。土の乾燥に俘なり孜縮性の大小1ま堤防の土や

埋立地り土酵で問題となるuaであるし・ま・t・±の突圃

め特性ぱ土を構築材料として盛土や茎礎の工事に用いX

うとする場合特に重要硯されるようになつている。

　　第2圏液性限界の測定．
皿に入れt二土を左圏のように左右に璃でわけてから一足

の方鞍で麗く衝動き慧6とき，ちよう豊流れぽじめて右

圖のようにな6場舎の含水琢を液性限界というo

≧

〈

・ザ贈、

叫一二

　　第3圖難性限界の測定
土を雌3mεロの燈状にしt：ときちよう一：rtれぎkの

獣態r－tSるような含水比を璽性躍界というo

　　上以∬Sに定められた試験め他に遽水性g毛管怪の測

　是は築堤材料，路床材精に翁して鹸くことが鷹きないo

　さらに實際聞題として盛土や切土の妥定，基礎地盤の麦

持力」地ヒリの解栃あるいは土留め壁やトソネルにか

　Sる魎を求めなどしようとナるとき，±の力學的な性

質すなわち臨力と歪との麗係を實臓的に知る必要があ

．り，いくつかの力學的性質の試瞼法が今日試みられてい

　るが，まだ標準方法は一つも定められていない。媛も簡

翠な方法として，他の材料と同じく箪純な圓壕柱を堅し

つぶす方法は廣く用いられる（6月號18頁参照）。引

張り張さはコソクリートの時と同じく圓壕柱を横にして

圏匹裂させる方法が懸用される。しかしながら土の安定は

主に勢融抗により左右されるとの考えから，勢断試験

が最も重要硯されてきたし，又蜀得の方法も考案されて

いるe直接菊断を行うものに，勢断面が一面だげのもの

　と二面のものがあり，又擾る式のものもある。いずれも

舅蜥面に垂直なカを加え，その値をかえて勇錨力の墾化

を知りこれから土の力學的常数として粘着力Cと内部

　摩瞭角vを決める（6月號18頁珍照）e　わが國では

山口激綬考案のコ面勢翫式のものが最も炭く普及してい

　るo原理的に最も優れていて將來性があり，外國でにず

10・
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でに實用化している勢臨試験方法に三軸式と樗するもの・

がある。ゴム膜をかぶせた圓壕状の試鹸腫に側面から水

歴を加えながら，上下に塾縮して型形破損の朕態を調べ

るもので，われわれの研究室でも目下テストを行つてい

るo　’

1・訓

　猷料

　旺㈱

（a）装置の大晦

ビ㍉卜

L

　　　　　ノ
（b）　塵縮室の詳霧田

第4圓．三軸歴縮試験器．

　なお土の鍵つた性質として駆密性といわれるものがあ

る。軟かい粘士暦や新しい埋立堆などが永年の聞に少し

ずつ沈下して縮つて行く時に起る現象で，容器の中に水

分を十分にふくんだ士の試料を入れ透水性の板で鋏み賦

力を加えると空隙中の水分が押し轟されて徐々に屡縮さ

れるeこれを堅密透水試験という。

　以上は大睡土の力學的性質を調べる墓本的な試験であ
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∬窓　h＞，二卦浮ド：職翌塊：∵：欝

形板にジャッキで駆力を茄え，その沈みをPt　Sヤルゲー・．　：i，

’ψで讃む方灘とる（6臓18鯵照）・板の形や大t一

きさが沈みの度含や極限め麦持力に影響を與えるので，　t’；

形や大きさの異な～15）籔ptの板が用いられる午とが多い。　t　L・

顯の加え方にも一定の制限が加筋μる・娩盤破t
持力を簡易な方法で判定する目的で，圓錐醗を地中に押

込み又は打込む方法が試みられている3寳通の板に荷重

をかける方法は，あるていど板の大きいごとが精曄を高　、

あ欲甥求されるが，板猷翻1まど旗硝郵キ
きくなり，歎トyないし十籔トソを要するから，試鹸に，　F

手聞と暇がか》る。貫入試験はその貼簡便でジかつある，

程度地中のeeいところまで論ぺることができる利黙飾

．る。た罫貫入の度合を支持力に換算するところに難織於　．

顧アボーリソグなどを用いて行なわれる・齢・土贋の密

器摯欝騨鱗郷によr騨監
ノ土の畿鵡を粉行うに鶴多くの場鯵麹糊囚
縣蚊し・そ纏手順よく離する工知§瀕であり・

現霧ヵ嫌く蝿の土を齢こ『とは・蓮搬＊°1watk　g－，、

、、を考え兼ば望ましいことセなくまナこ不可能に近いことが

参い。長期の測瀧要するところでは簡輩蝋縫を誕1．

けることができるが・短期の縫では移聯鍛室があ、

　れば理想的であると思われる。米國あたりではFV・一ラ　烈

．ミズにづ切の鍛麗を積み込ん碑場を巡回して総
　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

演腱する方法が實施されている。．わ綱に喝ふ籔位ぞρ㌶

　iうな試騨がほしいagのだ躍つている。試騰恥

そのために凝勲携幣瑠こ近幡のrcする方がよ壷＼∵
　今までの機器ばむやみに重さ1を競う感があうて牢適営な　，．1

　xr・×t　X、　X　　ヌ　’固
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